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研究室紹介
東京薬科大学薬学部生化学教室

佐 藤 　 隆

1.　東京薬科大学の紹介

東京薬科大学は，1880（明治13）年に創立された本邦初
の私立薬科大学である。136年の長きにわたり医療人とし
ての薬剤師を育成するとともに，高い研究力と思考力を
兼ね備えた薬学研究者の育成を目標に掲げている。また，
本学は単科大学としてスタートしたが，1994（平成6）年に
生命科学およびバイオテクノロジーの研究とその実践を
担う人材育成を目指す生命科学部を創設し，総合大学と
して歩み始めた。今日までに薬学・生命科学を修得した
約 38,600名の本学卒業生が，国内外の医療機関，製薬・
化粧品関連企業や大学・研究所等で活躍している。

2.　 生化学教室の研究変遷～細胞外マトリックスから皮
脂へ

東京薬科大学薬学部生化学教室（旧第一生化学教室，
旧生化学・分子生物学教室）は，森　陽教授（故人），
伊東　晃教授（現・東京薬科大学名誉教授），そして筆
者の 3代にわたり，約 50年間，細胞外マトリックス
（ECM）研究に取り組んできた。筆者が卒論生として生
化学教室（旧・第一生化学教室）に配属されると，当時
助教授の伊東先生の下でマトリックスメタロプロテアー
ゼ（MMP）の研究に着手した。当教室出身で MMP研
究の第一人者である永瀬秀明博士（現・オックスフォー
ド大学ケネディリウマチ研究所・名誉教授）との共同研
究により，子宮頸管熟化，関節リウマチ，変形性関節症
やがん転移浸潤におけるMMP発現調節機構を明らかに
してきた。
皮膚もコラーゲンやヒアルロン酸など ECMが豊富な

臓器である。森先生の時代から皮膚のコラーゲンやグリ
コサミノグリカンの代謝調節に関する研究が行われてい
たことから，筆者もMMP産生調節の観点から紫外線に
よる皮膚の老化（光老化）のメカニズム解明や予防・治
療薬の開発研究に取り組み始めた。この頃に皮膚バリア
機能の一端を担う皮脂の役割を知り，まずは皮脂を産生
する脂腺細胞の分離・培養に取り組んだ。当教室の秋元
賀子助手（現・助教）を中心に大学院生や卒論生，共同
研究者らの力を借りて，ハムスターやマウス，日本人由
来の脂腺細胞を樹立することができた。現在，これまで
のMMP研究で培った技術やアイデアと当教室オリジナ

ルの脂腺細胞を駆使し，皮膚 ECMと皮脂による皮膚バ
リア機能調節の分子機構解明に取り組んでいる。

3.　生化学教室の研究テーマ

生化学教室の研究目標は，“健康と美の追究”であり，
痤瘡（ニキビ）や乾皮症（乾燥肌），光老化の分子機構
解明とその治療・予防薬や化粧品の素材探索研究を主な
研究テーマとして取り組んでいる。卒論生は 37名（4
年：14名，5年：11名，6年：12名）（平成 28年 11月現在）
おり，実験研究（計： 25名）および調査研究コース
（計： 12名）に分かれている（Fig. 1）。実験研究コース
では，研究テーマごとに 4～6年生により構成される
チームにおいて一人ひとりが課題に取り組んでいる

Fig. 1.　集合写真．

Fig. 2.　実験風景．
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